




プリカ）とその英語訳を初公開したものを展示の目玉
とし、本プロジェクトの実績、沖縄戦の紹介、沖縄と
カンボジアの子供たちが描いた平和のメッセージを展
示した。本展はＴＳＧＭスタッフによる初の展示会企
画として特記されるものである。
　教育普及については、数年前から米国の支援で、
ＴＳＧＭの近隣の中学校の協力で 17 回の教育普及プ
ログラムを実践している。同プログラムでは、ＴＳＧ
Ｍの施設見学、Ｓ 21 生存者の証言、質疑で構成す
る内容となっているが、本事業で学んだスタッフは沖
縄（西表、糸満、南風原などの小中学校）の児童生
徒を対象に「平和学習」を実践し、沖 縄で学んだ「平
和創造のメッセージ」を付加することで、ＴＳＧＭの
出来事が過去の悲惨な歴史という他者の視点による
歴史的教訓にとどまらず、当事者意識をもって捉える
ことができるようになり、教授法が充実した。ＴＳＧ
Ｍで実践される教育普及プログラムは、生徒が展示
を通して、過去の悲惨な歴史を学び、平和を創造す
る行動原理につながる平和啓発事業として内容が一
層向上した。また、国際法廷の一連の普及事業によ
るもので、カンボジア国内の地方の学生がＴＳＧＭを
見学するプログラムがあり、カンボジア人生徒の入館
者は増加する傾向にある。参考までに同館の入館者
数は 2008 年に 59,000 人であったのが、2011 年には
120,000 人を超えている。外国人観光客が増えている
こともあるが、平和教育プログラム実践や常設展示
の改善が入館者数を引き上げの一因ともいえる。
　ただ、研修員によるＡＰのうち、国内の移動展につ
いては、所管省庁である文化芸術省の枠を超え地方
の州を管理する内務省や教育省の調整が必要であっ
たため、展示資料は準備されたが、実際の移動展の
実施は第２フェーズまで待つことになった。

(2) 沖縄・カンボジア「平和文化」創造の博物館
づくり協力事業
　第２フェーズでは、二つの館から派遣される研修員
のＡＰについて、特にＴＳＧＭに関してはより深化させ
る内容が求められた。本省機能を有するＮＭＣが牽
引することで、相乗効果と競争意識が生まれた。また、
両館とも事業期間中に館長の人事異動があり、事業
の継続性について不安を感じたが、新たな両館長の
強力なリーダーシップが発揮され、より高嶺をめざす

ことができた。各館の成果は次のような内容でめざま
しいものであった。
①　ＴＳＧＭの成果
　ア）S-21の生存者の証言収録（3 名）、イ）バッタ
ンバン州（カンボジア北部）における体験者への聞き
取り調査（20 名）の実施と同調査の英語字幕付き映

図12　TSGM の企画展

図13　TSGM 初の移動展の風景

図14　中学生用ワークノート（TSGM【左】、NMC【右】）
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像編集（15 名分）、ウ）国際法廷に提出された自白書
の英訳（3 名分）とその展示、エ）企画展「Creating 
a Culture of Peace」の実施（図 12）、ＴＳＧＭにお
ける図書資料室の設置（Ｄ棟２階）、オ）TSGM の将
来ビジョンに関するコンテストの実施、カ）アウトリー
チ・教育活動の充実、キ）バッタンバンにおける移動
展の実施（ＴＳＧＭ初の移動展）（図 13）、ク）中学
生向けのワークノートの作成（図 14）
②ＮＭＣの成果
　ア）中学生向けワークノート（図 14）の作成及び同
ワークノートを用いた中学生向けワークショップの実施

（NMC 初の学生向けワークノート）、イ）1930 年代の
貴重な写真資料の保存、ウ）プロジェクト展の実施（図
15）、エ）ＮＭＣの将来ビジョンに関する検討の開始

(3) 全体総評（雑感）
　この６年間における成果と課題を総括したい。
　ＴＳＧＭに関しては、６年間で延べ 17人（２人は
重複）の研修員が沖縄に派遣された。同館は世界記
憶遺産の収蔵機関にもなっており、当時に収監され
た人々の履歴書、自白書、写真が同遺産として登録
されている。これら貴重な文化遺産のうち、自白書や
履歴書は鉛筆で洋紙に書かれているため、酸性化に
よる劣化や鉛筆痕の鉛分が紙から剥離しているなど、
その保存管理は難題である。この事業では、中性紙
による梱包収納や鉄製の錆びたホッチギスの針除去
を行った。デジタルデータによる保存を行うことで、
原資料への負担軽減を図り、現状維持に努めること
を指導した。

　建物は日本の文化財保護法に照らせば、近代化遺
産になりうる戦争遺跡といえようが、２階部分を歩く
と、コンクリートスラブ（床）の振動を感じるので、床
が抜けないか心配であるが、関係者は特に問題はな
いとコメントする。年間 2､ 30 万人が入館する建物の
保存管理や対策は急務を要するものと思われる。こ
のことについて問題提起はしたが、樹脂注入や補強
工事などレンガとコンクリ―ト造りの建物の補強は文
化財としての建物の保存修復技術が求められ、莫大
な経費が見込まれそうである。これまでもカンボジア
政府内部でも議論がされているようだが、現場と本省
との認識に温度差があり、今後の建物の耐久度チェッ
クやその分析に基づいた修理計画が必要と思われる。
　ＴＳＧＭにおいては２回のフェーズを経験したことも
あり、比較が可能であるが、格段のマンパワーの成長
が確認できる。学芸員としての自覚がめばえ、博物館
活動を体系的に捉え、主体的かつ積極的に業務を推
進することができるようになった、と本省でも高く評
価されている。　　　　　　　　　　　　　　
　終了時評価にあたって、ＴＳＧＭの改革に大変感心
したことがあった。施設全体の美化が推進され、花
木の手入れや植樹や花壇の整備が適切に行われてい
る。観覧者の視点に立った考え方がある。気持ちが
重たくなるシビアな展示を見た後の心のケアーを美し
い花木を見ることで、心を和ませる工夫がなされる。
年間を通して白く咲くプルメリアやたわわに実るマンゴ
の実に一服の安心感が生まれる。そのような演出が
積極的に見られるようになった。また、従来の入館料
制度についても観覧料徴収の明文化が図られた。ま
た、観覧者サービスの向上を図るために、展示ガイド
のユニフォームが作られた。白を基調として、襟元裏
に黒色を配した、洗練されたデザインの上着がガイド
には支給されている。清潔感あふれる着衣で、追悼
と平和希求に対する真摯な姿勢を見出すことができ
る。これらはまた、来館者を接遇する職員の自覚をも
促している。さらに、新たにロゴを制定した。黒色を
基調とした犠牲者の血の水滴と蓮のつぼみをあしらっ
た意匠は伝統の唐草模様が配されている。斬新なア
イデアで職員の意識改革が行われ、2015 年１月から
実施されているという。そしてこの改革は、最後の沖
縄研修でＴＳＧＭ館長が沖縄で学んだ成果だといい、
リーダーによるＡＰである。

図15　NMC の成果展
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　今回、特にＴＳＧＭの展示会を開催するにあたり、
筆者は第 1フェーズを上回る高いハードルを設定した。
研修員らはプノンペン及びバッタンバンでの内戦時の
体験者の聞き取り調査を実施した。当該地域に残る
寺院が多くの村人を収監する刑務所になった事実など
戦争遺跡として寺院の存在をあぶり出した。学芸員自
身が展示会をイメージし、内戦時の最後の激戦地で
あった場所の戦争の実情を聞き取った。それらは歴
史的教訓としてのメッセージの意味を持ち、次代へ継
承する貴重な証言資料を収集する調査業務であった。
クメール語で語られる人々の証言に対して、要約した
英語テロップを付すことで、証言展示物として完成度
は一層高まる。ＴＳＧＭの大半を占める外国人観覧者
は、内戦時の状況の一端について、これら証言を通
してその出来事への理解が促され、内戦時の人々の
状況を知ることができる。このような証言は貴重な記
録資料としてＴＳＧＭで集積されなければならないの
である。展示会のテーマの発信力は十分に高まった
のでる。今後は、継続的にそして計画的に各州や地
方の聞き取り調査を行うことが課題である。そのため
の基礎が確立されたといえる。
　博物館マネージメントについても学習をしたが、研
修員らは適切な集計方法を学び、マネージメント強化
を図った。観覧料徴収制度を制定し、来館者の ID
またはパスポート提示による入館チケット交付の方針
を導入したことにより、これまで不透明であった来館
者数をはじめ、国別統計を把握することできるように
なった。2015 年１月から導入され、１～２月末までの
２か月間の入館統計では１日当たり１千人の来館者を
数え、なんと世界 120 ヶ国から来館している状況が
判明した。このことは、統計データとしての信憑性が
高いことから、今後のＴＳＧＭのマネージメントの基
礎資料として活用が期待される。日本の場合は、個
人情報の問題で、来館者への ID 提示を義務付ける
ことは不可能だが、そこを実践できるところがすごい。
　ＮＭＣに関しては、歴史と伝統を有するカンボジア
王国を代表する国立博物館である。また、同館自体
が政府文化芸術省文化遺産総局博物部で、本省と
しての機能を有し、州立博物館などを地方の博物館
行政を指導する立場の機関でもある。日本でいえば、
文部科学省生涯学習政策局社会教育課と東京国立
博物館が合体したようなイメージである。元々の様々

な博物館活動の実践をしており、本プロジェクトおい
てはＴＳＧＭほどのダイナミックで際立った成果は出し
づらいと考えていた。それでも今回、初めて製作した
中学生用ワークノートづくりの過程では、学生や児童
作家、ＮＰＯなど様 な々人々の意見を集約するために
ワークショップを開催し、２カ年間を要して作り上げ
た。また、それを評価するために、プノンペン市内の
中学生に団体見学をしてもらい、アンケートによる分
析まで行った。その製作状況についてはこちらも大変
に勉強になった。
　教育普及活動においては、ＮＣＭ、ＴＳＧＭともに
各１冊のワークノートを作製することができ、今後の
学校教育や生涯学習教育との連携、充実を図る貴重
な一歩になった。また、ＴＳＧＭ初の地方での移動
展の実施は、実施までに３年を要した。省庁の枠を
超えることは日本同様に難しいようである。それでも、
今回の移動展実施は、カンボジア国内の学校や地域
社会に対して、「平和文化」創造の発信拠点としての
博物館の存在意義を示すものとして高く評価されよ
う。
　この事業の最後のカンボジア訪問では、この事業
の主旨と思いを若い世代に継承することを目的に、博
物館のアウトリーチ活動の一つとして、「平和文化」
創造のための芸能文化交流を行った。その目的は、
戦後沖縄の収容所内での生活において、肉親を失い
生きる希望を失った人々の一寸の慰労を、沖縄諮詢
会が設置した官営劇団による演劇や舞踊に求めた沖
縄の人々の心に求めることができる。カンボジアにお
いても同様である。伝統芸能アプサラを担う多くの
人材が内戦時に失われたのである。戦後の復興の中
で、文化の力が荒廃した人々の心を癒す力になった
事実を私たちは忘れてはならない。このことこそ筆者
が考える「平和文化」創造の原点である。カンボジ
ア王国附属芸術大学と沖縄県立芸術大学の学生間
の芸能文化を通した交流を契機とし、カンボジアと沖
縄の「平和文化」を意識させる芸能比較鑑賞会を行
うことにした。また、彼らに両館の展示会開会式と
CJCC(Cambodia-Japan  Cooperation Center）主催
のキズナフェスティバルで博物館教育普及活動の一環
として芸能交流を行ってもらった。それは、博物館の
存在を人々にアピールし、自文化に対する誇りを醸成
してくれるものと期待するものである。
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４むすびにかえて
　筆者にとって、2009 年５月からのカンボジア通いは
毎年の年中行事であった。当初３カ年計画の予定で
あった。資料館の最終年の事業の際、筆者が博物館
へ異動したのが結果的には良かった。2012 年２月の
終了時評価者として参加させたもらい、その際、第２
フェーズの継続について、カンボジア幹部からの言及
をいただいた。その時には、第１フェーズが一定の評
価をいただいたと喜んだが、ＴＳＧＭだけでなく、Ｎ
ＭＣのスタッフも参加させてほしいとの要望に対して
は、さらに３カ年間の研修のカリキュラムをどうすべき
かと悩んだものである。実績のあるＮＭＣスタッフが
参加することになると、学芸員資格の人材を有しない
資料館が対応することは厳しいとの判断で、結局当館

（筆者）が第２フェーズを担当することになった。
　筆者はこの６年間のプロジェクトのうち、2011 年の
資料館が担当した沖縄研修を除く、一連の事業に関
わった。展示会の開催は、博物館においてもっとも発
信力をもつものである。
　筆者は恐縮しながら６カ年間、プロジェクトマネー
ジャーとして務めさせていただたい。そして、何よりの
特権は、研修員の成長を身近に感じることができたこ
とである。１カ月間の沖縄研修に参加した同窓は実質
的には 21 人。３人の館長、副館長職を入れると 24
人で、研修の延べ人数だと 26 人になる。
　第１フェーズでの展示会と第２フェーズでの展示会
に関して、ＴＳＧＭの場合は比較検討が可能である
が、前者では資料館がすべてにおいてお膳立てを行っ
た。しかし、後者においては展示構成についての基
本的な考え方を協議した以外は、パネルづくりのデザ
インから、展示の見せ方や発信の仕方、展示の見所
など、私の想像をはるかに超えた仕上がりであった。
この時点で、彼ら自身による主体的な展示が生まれた
のである。その中心になってスタッフを牽引したのは、
２回の沖縄研修を受講した若い人材であった。この
事業の最大の成果は、この人材を発掘、育成したこ
とにあるといっても過言ではない。また、若き人材を
自由に羽ばたかせたＴＳＧＭの館長はじめスタッフの
チームワークの力についてはいうまでもない。彼ら全
てが、沖縄研修の同窓でもある。沖縄での学びと延
べ６回のカンボジアの写真展づくりを経験してきてい
る。そのような経験は、成功体験として彼らの行動と

ビジョンを描くことを可能にした。人材の育成は一朝
一夕では無理である。少なくとも10 年程度のスパン
が必要ではないかと思われる。理論と実践とそして実
践の評価とさらなる実践が求められることは、私たち
学芸員の宿命である。
　2009 年７月 31 日にＴＳＧＭ収蔵のドキュメントは、
世界記憶遺産に登録された。そのためユネスコをは
じめとする平和構築を考える機関がＴＳＧＭの支援に
乗りだし、世界記憶遺産の対象とするドキュメントの
保存環境の整備すなわち、収蔵庫の環境整備に力を
注いでいる。また、ユネスコはこれら登録されたドキュ
メントの公開にも意欲的で、資料のデータベースづく
りの支援も行っている。ユネスコの口添えによる米国
スタンフォード大学のフーバー研究所の関わりで、デ
ジタルアーカイブ構想もあるようで、世界がＴＳＧＭの
対応に関心をもっており、平和意識向上を図るための
ネットワークの外堀は形成されつつある。今後は、現
地において教育省とＴＳＧＭを所管する文化芸術省と
の連携により、移動展などのアウトリーチ活動や学校
教育との連携を図り、教師らとの連携やＴＳＧＭの施
設管理の課題が残される。これらの解消のためには、
各省庁を統括する副首相クラスの関係者の理解が求
められ、カンボジア政府の高度な政治判断が求めら
れる。
　一方、ＮＭＣにおいては数年後に創立 100 周年を
迎える。今回の事業で、記念すべき年へ向けての中
長期ビジョンの策定をＡＰの課題とした研修員がいた
が、さすがに一人で行うには荷が重すぎた。このＡＰ
では現状の問題点の洗い出しに止まった。異常気象
による雨季の雨量は想定外で、約 100 年になる建物
の老朽化が拍車をかけて、施設の維持管理は大仕事
のようである。今後、カンボジアを代表する博物館と
して、より一層の機能強化とリーダーシップが求めら
れる。
　最後に本プロジェクトに関わったカンボジアの人材
が、国内のみならず世界の「平和文化」創造に貢献
する気概をもち、地道にかつ持続性をもって平和文化
創造の発信拠点としての博物館づくりに努めてもらい
たいとエールを送る。そのことは、歴史の教訓に学び、
自身にも肝に銘じるものとして、戦後 70 年目の誓いと
したいものである。
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(1)JICA 理事長賞は、協力目的を高い成果をもって達
成し、開発途上地域の経済・社会の発展、住民の
福祉の向上等に大きく寄与するとともに、わが国の国
際協力の声価を高めるなど、他の模範となるような特
に顕著な功績を収めた事業または、専門家、コンサ
ルタント又はボランティア等の個人に贈られるもので、
JICA の独立行政法人化１周年を記念して、2004 年
から創設され、2015 年で第 11 回目を数える。
(2) 外務省の HP によると（2015 年 12 月 17 日アクセ
ス）、「開発協力とは開発途上地域を主たる目的とする
政府及び政府関係機関による国際協力活動のことで、
ODA（Official Development Assistance（政府開発
援助）によって行われる。ODA は平和構築やガバナ
ンス、基本的人権の推進、人道支援等を含む開発
途上国の「開発」のために政府または政府の実施期
間によって開発途上国または国際機関に対し、公的
資金を用いて、資金・技術提供を行う。
(3) 緒方氏は 2003 年 10 月～ 2012 年３月まで理事長
を務めた。
(4)「沖縄 21 世紀ビジョン」とは、正式には「沖縄 21
世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）」のこと。平
成 24 年５月 15 日付けで決定された計画のことで、

（2030 年をめど）の沖縄の姿と、その実現に向けた
取組の方向性を示した基本構想で、県民が望む将来
像５項目（「沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大
切にする島」、「心豊かで、安全・安心に暮らせる島」、

「希望と活力あふれる豊かな島」、「世界に開かれた交
流と共生の島」、「多様な能力を発揮し、未来を拓く島」

と克服すべき沖縄固有の課題４題（「大規模な基地返
還とそれに伴う県土の再編」、「離島の新たな展開」、

「海洋島しょ圏沖縄を結ぶ交通ネットワークの構築」、
「沖縄における地域権と道洲制のあり方」）をあげてい
る。
(5)「JICA　沖縄国際センター設立 30 周年～いちゃり
ばちょーでー　平和のかけ橋～」（パンフレット）独
立行政法人国際協力機構 2015 年
(6)JICA の HP の「人間の安全保障」を要約すと、人
間の安全保障とは、人々が次のような「恐怖」や「欠乏」
から解き放たれ、安心して生存でき、人間らしい生活
ができる状態をつくることを指すとされる。ここでの
恐怖とは紛争・テロ、災害・環境破壊、感染症の蔓延、
経済危機などであり、また欠乏とは貧困、栄養失調、
教育・保健医療などの社会サービスの欠如、基礎イ
ンフラの未整備などをさす。加えて、これらの多様な
脅威に脅かされ、また、それらは相互に関連し合って
おり、人々はこのような脅威によりさらに状況が悪化
する危険性（ダウンサイド・リスク）を抱えている状態
のこと恐怖と欠乏と規定。
(7) 園原謙「県平和祈念資料館の見方、見せ方」『平
和教育選書　沖縄戦と核基地』（桐書房）
(8)PDMとは Plan Design Matrix のことで、プロジェ
クトの上位目標を達成するための活動概要、評価指
標を一覧で示す事業全体を把握する計画書。
(9)トゥール ･スレンは地名で、1960 年代に設置された
トゥール・スレン高校がポル・ポト時代には、刑務所
として接収され「S21」と改称された。厳密には、S21
所長というべきだが、わかりやすいように「トゥール ･
スレン刑務所」とした。
(10)「鉄の暴風」とは、1950 年に沖縄タイムス社が
刊行した沖縄戦証言集の本題であるが、近代戦によ
る米艦船からの艦砲弾が暴風のごとき吹き荒れたこと
を意味する。
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